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は じ め に
今日,日 本の会計学界におけ る多 くの論者 の研究主題 は,日 本をは じめ とし
てアメリカ,西 ドイツ,イ ギ リス,そ してフ ランス等の主要な資本主義諸国に
おけ る会計の諸問題にむけ られてい る。そして,社 会主義諸国におけ る会計に
眼をむけて,そ れを研究主題にしてい る論者 の数は きわ めて少ない。 こうした
研究傾 向は,日 本 のみな らず主要な先進資本主義諸国の会計学界に もみられる
共通の現象であろ う。
しかし,先 進資本主義諸国 の会計学界では,近 年,自 国の社会体 制 と異なる
社会主義諸国の会計 の諸問題 を考察 しようとす る研究者 が,い まだその数は少
ないとはいえ,次 第にあ らわれは じめている。 イギ リスのバー ミンガ ム大学 に
おいて ソビエ ト会計を研究してい るD.T.Bailey氏はその代表者の一人 であ
ろう。
このたび,1978年か ら79年 にかけて,わ た くしはパ 一ーミンガム大学 に留学
する機会を えたので,イ ギ リスにおける ソビエ ト会計研究事情 について若干の
紹介をしてお きたい。
ω
バー ミンガム大学 の ソビエ ト会計研究を考察す る前に,ま ず,社 会主義会計
研究を生みだす にいた った土壌 ともい うべ き当大学 の会計学についてふれてお
かねばならない。
t〈'一'ミンガ ム大学(UniversityofBirmingham)は,イ ングラン ド中部の人 口
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約110万をか か えた 大産 業 都 市 であ るバ ー ミン ガムに あ る。 当大 学 は,1900年
に創 立 しω,学 生 数7,633人,教 員数1,002人(うち教授数164人)で,社 会,人
文,自 然 の 各学 部 か らな る総 合 大学 で あ る(2}。・
ノミー ミン ガ ム大 学 の会 計学 研 究 は,商 業 お よび社 会 科 学 学 部(Faculty・fC・-
mmerceandSocialScience)の申 の会 計学 部 門 です す め られ て い る。 会 計学 部
門 の長 はT.E.Gambling教授 であ り,そ の も と に8人 の ス タ ヅフが い て,
簿 記,財 務 会 計,管 理 会計 等 の講 義 を担 当 し てい る。 い ま,会 計 学 研 究 室 の あ
るMuirheadTowerにお い て,こ れ らス タ ヅフが,.講 義 とは別 の 目下研 究 を
、 お こな って い る主題 を し めせ ば,次 の よ うに な る(表参照)。














この表か らわか るように{3),スタ ヅフは会計学界 で今 日関心 の的にな ってい
る主題 を究明 してい ることを知る こ・とが できょ う。 しか も,ろ タ ヅフのこれら
の研究成果を総 合して,と りわ け,資 本主義諸国 の会計は もちろんの こと社会
主義のもとでの会計をも比較研究しながら,会計方法論を展開し,会計理論を
考察してい るのがT.E.Gambling教授 である。 このため,教 授は ソビエ ト会
計 に とりわけ強い関心をしめしてお り,イギ リスでは比較的早 い時期 の1965年
(177)イ ギリスにおけるソビエト会計研究事情83
に ソビェ トを視察 し,帰 国後 ソビエ ト会計 の現状についての論 稿 を 発 表 し て
いるω。 また,教 授 の労作 「社会的会計学」 では,こ れ までの会計理論家は,
客観的 とされて いる会計技法 を多様な社会 の国民所得会計 システムに適用 しよ
うとして きたが,GNP等 の測定 と対比 させて,国 民 の福祉(welfare)を測定 し
比較す る試 みは なされていない とし,こ の測定技法を個 々の企業 レベル と全体
の社会 レベルでいか に適用す るかを,ミ ク ロ会計(Micro・Accounting)とマク ロ
会計(Macro・A㏄ounting)とにわけつつ,あ わせて ソビエ ト会計制度に も随所に
く
ふれなが ら追求 し,そ の会計 の形式 と組織 とを考察 して い る{5}。もっと も,教
授は科学的社会主義 とはか ならず し も いえない立場を とってい るけれ ども{6},
会計のあ り方を国民の福祉 の 測 定 に お きな が ら,資 本主義会計のみに限定せ
ず,好 む と好 まない とに関係な く現存す る社会主義会 計を も研究領域 にと りい
れて,広 い視点 か ら比較検討 し ようとす る学究姿勢 には感心 させ られ よう。 こ
うした研究を してい るT.E.Gambling教授 の もとで,D.T.Bailey氏は ソビ
エ ト会計を系統 的に究 明してい るのであ る。
バー ミンガム大学において ソビエ ト会計 を研究す るのに有利な研究環境は も
う一つあ る。そ れは当大学 にあ るロシアお よび東欧研究セソ ター(Russianand
EastEuropeanStudiesCenter)とアレクサン ダー ・バ イコフ図書館(Alexander
BaykovLibrary)の存在 であろ う。
まず,前 者のセ ソターの設立過程 をみ よ う{7)。バー ミンガ ム大学では,ロ シ
ア革命の年 であ る1917年からす でに ロシ ア語教育が開始 され,こ のロシア語
教員たちによって1921年に人文学 部(FacultyofArts)が設立 された。当学部
では ロシ ア語 と同時に,戦 時中にはポーラン ド語教育 もお こなわれた。 こ うし
た語学教育 の発達 を背景にしなが ら,1920年に ソビエ トをさ り,チ ェコスPヴ
ァキアをへて,1939年には イギ リスへわた って きてバー ミンガ ム大学で講義を
していたAlexanderBaykov教授{8jを中心 にした ソ連邦経済研究部門(Depart・
mentofEconomicInstitutlonsoftheUSSR)が,1947年に商業 お よび社会科学
学部の中に設置 された。そ して,1963年に教授が亡 くな ったあ と,当 部門は学
部から独立 して現在 の ロシアおよび東欧研究 センターに発展的に改組された の
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であ る。今 日,当 セソ ターでは,所 長 のR.W.Davies教授〔9似下25人 の研究
員が,大 学 の各学部 と密接 な連携 をた もちなが ら,ソ ビエ ト研究 とポー ラン ド
を中心にした東欧研究をしてお り,業 績をあげてい る働。
アレ クサン ダー ・バ イコフ図書館は,ロ シアお よび東欧研 究セン ターの ある
AshleyBuildingと呼 ばれ てい る建 物の中にあ り,図 書館 の設立 とセソ タ 一ー・の
発展に貢献 した故AlexanderBaykOv教授の名前 を館名にした図書館 であ る。
教授 の蔵書 とど もに,当 図書館には1976年5月現在 で,書 籍20,000部,パン
アレ ッ5to,OOOZZ,'定期刊行物6,000部,マイクロフイル ム850箱のy連 と東
ト
欧諸国め文献資料があ り,さ らに,約3,㎜ 部 の書籍 とパ ソ ラ レ ッ トが毎年補
充 されつつあ る臼。 会計学につい ての文献資料 もそれ に含 まれてい ることはい
うまで もない。D.T.Bailey氏は,'こうした セソターの研究員 との討 議を通 し
て,ま た,バ イコフ図書館 の文献資料を活用 しなが ら,ソ ビエ ト会計を組織 的
に究 明して い るのであ る。
'
(1}・た だ し,前 身 はMasonScienceCollegeとし て1880年 に 出 発 し,1898年 に}まMasonUni'
.versityCo量1egeと合 体 して 今 日 に い た ってy・る(CommonwealthU面versitie8YearbpOk.1975.
p.252.)o
{2)The'WorldOfLea宣Ding1留5-76.p.1358.





Accouptingであ る こ とに 注 目 さ れ た い 。 な お,教 授 に は,本 書 の ほ か に,次 の 三 つ の 著 書 が あ
る。AOne-YearAecountingCoUtse(Partsland2).MOdernAccounting.1975.Beyondthe
Convention60fAccouhting.197&
⑥ た と え ば,教 授 は プ ロ レ タ リア 革 命 が 資 本 主 義 経 済 の 矛 盾 と い う病 気 を た だ ち に 克 服 す る とは
考 えな 、・立 場 を と って い る(T.E.Gambling,Marx,Medici鵬andAccounting・INFORMAL
DISCUSSiONPAPER,DEPARTMENTOFACCOUNTING,UNIVERSITYOFBIRM'
INGH・AM,March1978;p.1.)。こ うし た 立 場 に た た ざ る を え な い の は,今 日 の イ ギ リス に おけ
'・、る 社 会 経 済 的 条 件 ρ も とで は 無 理 か らぬ こ と で あ ろ う。
(7}'Th・R・ssi・n・PqEas・・E…peanH・ld・g・gf・h・U・ivers・…fBiFm・r・ 』ARead吐
(}uide.1976,p.1.
{8}:この 間 に 」'教授 ほ;"TheDh▼eldpme塾toftheSovietEcononticSystem.1946と,SoviCt
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ForeignTrade;1946の二 大 労 作 を 完 成 させ た 。 す で に 邦 訳 もあ る 前 者 の 著 書 は,豊 富 な 資 料 を
駆 使 し 膨 大 な 事 実 を 克 明 に 記 述 し た 実 証 主 義 と,明 確 な 評 価 を 下 す こ と を 回 避 し た 執 拗 な まで の
中 立 主 義 の 観 点 か ら の ソ ビ エ ト経 済 史 と し て,日 本 で も よ く知 られ て い る(野 々村 一 雄,岡 稔
共 訳,ソ ヴ ェ ー ト同 盟 の経 済 制 度,19M,;訳 序 参 照)。 、:
1(9)教授 に はE.H.Carrと の 次 の 共 著 が あ る 。FoundationsofaPlannedEconomy,1926-1929
(1).PenguinBooks,1974.
laoセ ン タ ー の 経 済 分 野 に お け る近 年 の 研 究 成 果 と し て は ,R.Amann,M.J.Berry,R.W.Davies,
Scienceand・Industryin.theU.S.S.R.UniversityofBirmingham.があ る 。 また,1978
年 秋9こは,ソ 連 邦 科 学 ア カ デ ミー 会 員N.P.Fedorenko氏(HeadoftheCentralEconomics・
Mathe血aticalinstituteoftheUSSRAbadendyofSciehce)が当 セ ン タ ー を 訪 問 し,10月19日
に は,「 国 民 経 済 の 計 画 化 と管 理 の 改 善 の諸 問 題 」 の セ ミナ ー が 開 催 さ れ て お り,ソ ビ エ トと の




ところで,多 数の人 々がバー,ミンガム大学 における ソビエ ト会計研究を関知
'することにな
った一つの大 きな契機 は,当 大学 か ら の 「ソ ビエ ト会計通報」
〈SovietAccountingBulletin略してSAB)誌の発 行 で あ ろ う。:そこで,な に よ り
もまず,こ の雑誌 を若干紹介 しておきた い。
当雑誌は1973年春に創刊号を発刊し,各 号 ほぼ40頁 か ら な る季刊誌 であ
る。まず,創 刊号 の巻頭論文 でしめされてい るSABの 発刊理 由をみてみると
次 のよ うであ る。 ・
《過去55年 間に・、ソ連邦は世 界で第2位 の工業 国の地位 に ま で成長した・
このことは周知 の事実 であるが,し かし,こ の国 で採用 され ている会計実践
に ついてはほ とん ど知 られていないし,ま た,資 本主義世 界の工業国で利用
されてい る会計実践 と類似 してい るのかそれ とも異 なるのか,企 業管理に と
って のその意義は ど うか,経 済 の効率的機 能のため のそ の貢 献は どうか,に
つ いて もほ とん ど知 られ ていない。計画経済 の導入,企 業家 の追放が会計実
践 に どの よ うな影響をあたえた のか。 こ うした質問や これ に類似 した質問に
・は明確に答 えられない。解答 のための研究がないのであ る。
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ソ ビエ ト会 計についての英語 に よる研究は アメ リカでの2人 の学者の労作
にわず かにみ られ る。 イギ リスにはない。R.W.Campbe11の「ソビェ トの
計 画化 と管理 におけ る会計」(AccountinginSovietPlanningandManagement)
が1963年に公刊 され,最 近 では,B.Herowitzの「会計管理 と1966年の ソ
ビェ トの経済改革」(AccountingControlsandtheSovietEconomicReformsof
1966)が1970年に公刊 された。 もちろん,こ れ ら ソビエ ト工 業管理 の学者た
ちは,ソ ビエ ト会計 と企業に お け る会計主任 の役割を付随的に言及してい
る。 しか も,Campbe11がい うよ うに,「米国の よ うな国の会計 に有効に適用
され うるごとき概念及び技術を,ソ 連 の会計が発 達せしめたか ど うかの判定
は実際的な会計士 の手に ゆだね られな くてはならない」(PP・6-7,邦訳14頁)σ
「ソビエ ト会計通報」誌を通 して,読 者が ソビエ ト会計 の本質につ い て 多 少
な りとも推論 をえられれば幸い であ る。
「ソビエ ト会計通報」誌は,ソ ビエ ト工業を究明しているバー ミン ガム大
学 の ロシアお よび東欧研究 セン ター と異 な った社会環境 での会計実践を究明、
`してい る会計 部門に とってのお互いの利益 のために生れた。初期 の発行はソ
連 邦におけ る会計 の内容を宣伝す る意 味を もってい る。
計画経 済 の発展に おけ る会計 の役割,非 市場経済に おけ る会計 の意義につ
い そは,学 者 たちが関心 を もつ問題 であ る。 ソビエ ト企業 との増 大しつつあ
る経 営取 引の機会 に直面してい る ビジネスマソに とっては,ソ ビエ ト会計実
践 を少しで も知 ってい ることは取引をすすめ るにあた って有意義であ る。し
かし,イ ギ リスの文献には,ソ ビエ ト会計 についての探 究はほ とん どな く,
事実,そ の情報は ま った くない。 みた ところ,過 去20年 間に出版 された多
種類 の会計論文 で も研究 がなされ ていない。主要工業国 の会計実践 に とって
'
の この ような無関心 は職業団体 に も等 し ぐみ られ る。「ソ ビエ ト会計通報」
誌 は こ うした無視 を取 り除 く一 助 となる ように発刊され るω。》
以上 ゐ理 由か ら発行 されてい るSABで あ るが1次 に当雑誌の内容をみて
み よ う。
表紙を 開 くと,「社 会主義 は会計 である②」とい うレーニ ンの有名な言葉がま
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ず眼に とび こんで くる。 そ し て,SABは バー ミソガ ム大学 の ロシアお よび東
欧研究 セン ターとの協力の もとで,会 計学部門か ら発 刊された雑誌 であ り,そ
の編集責任者はD.T.Bailey氏であ ることが 明記している。そのあ と,バ ー ミ
ンガム大学の会計学は,西 欧諸国の会計は もちろんの こと,社 会経済体制 の異
なる社会 で採用 されてい る会計理論 を も研究 してい る,と い うT.E.Gambling
教授 の言葉 と,ロ シアおよび東欧研究 センターは,ロ シア研究の長い伝統 を基
礎にして,今 日では社会学,歴 史学,言 語学,文 学,そ して技 術学 の各部門に
またがる学際的研 究をすすめ てい る,と い うR.W.Davies教授の言葉 とが,
記載され てい る。
毎号のSABは 次 の よ うな四つ の編集方針 を採用 してい る。{1)ソ ビエ ト会
計についての適時な論稿,② ソビエ トで発行 されてい る会計専門誌 「簿記計
算」(ByxranTePCKmbyqeT)に発表 された論文 の うち か ら選定 された若干の論文
の紹介,{3}ロシ ア語 の ソビエ ト簿記会計用語 の英訳,(4)ソビエ トの 「簿記
計算」誌の各号め全論文 タイ トルの英訳 であ る。
こうした編集方針は ソビエ ト会計 の内容を伝達す る とい う当雑誌発行の主要
目的にそ った ものであ るが,そ の具体的な内容 は ソビェ トの 「簿記計算」誌を
主たる資料 として利用 してい る(3)。よって,SABは いわば ソビエ トの 「簿記計
算」誌 の英語版 ともい える雑 誌であ る。SABの さ きの{1)の内容については,
ソビエ ト会計を研 究してい る専門家 に と っ て は,き わあて興味あ る論稿であ
る。なぜ ならば,そ の内容 は,ソ ビエ トにおけ る会計実態 のたんな る紹介では
なく,イ ギ リスにおけ る ソビエ ト会 計にたいす る評論がしめ されているか らで
ある(4}。② か ら(4)にいた る内容は,ロ シ ア語 の ソビエ ト会計文献雑誌を直接
解読できる者に とっては,と くに注 目に値 いしない。 しかし,② の内容につい
ては,ソ ピェ トの 「簿記計算」誌上 の多 くの論文 のなかか ら,い かな る主題 の
論文を選定 して紹介 して い るかをみ ることに よって,イ ギ リスにおける ソビエ
ト会計への関心事を知 ることが できるとい う意 味では,興 味がある㈲。 また,
{3)と(4)の内容につ いては,ソ ビエ ト会計を これから研究 しよ うとす る初心者
にとっては便利 であるばか りでな く,ロ シ ア語の簿記会計用語の英訳は,と か
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く独特の意義をもっているソビエ トの簿記会計用語の概念をより深く理解する
ためには役立っ であろ う⑥。・
以上 の ような内容を もつSABは,お そら く,現 在 までの ところ資本主義の
もとで出版 されている ソピェ ト会計専門誌 の唯一 の定期刊行物 であろ う。'なお,
ソビエ トにおいて もこのSABの 発行は知 られ てお り,一 定の評価が あだえ ら




、 ニソ 全 集 」26巻,302頁 。
.(3)周知 の よ うに,「 簿 記 計 算 」 誌 は ソ連 邦 財 務 省 の 機 関 が 発 行 し て い る ソ ビエ トに お け る会 計 の
理論と実務についての月刊誌である。当誌は1937年に発行され,第2次大戦中には編集の中断
を 一 時 余 儀 な くさ れ た が,1946年 か ら}ま再 発 行 され て 現 在 に い た って い る。 発 行 部 数 は,初 期 に
は1万 部 で あ った が,再 発 行 後 の1953年 確…は3万 部,.1956年に は5万 部 陥1960年代 初 頭 に は7
万 部,1966年 に は8万1,000tll,1973年に は13万 部 で あ っ た 。 そ し て,発 行 か ら40年 後 の
10r7年に は15倍 の15万3,000部 の 発 行 部 数 を もつ ま で に 成 長 し て い る 月 刊 誌 で あ る(H.P.
B甜uMaH,OT10000丑0153000sKdeMna月poB)KypHanae)KeMecfigHo.BYXrAJtTEPCK-
VaVayqET,No.12,1977r,cTp.51.-52.)。
{4}SABは1979年3月 現 在 まで に1973年 の 春 季 号(Vol.1,No.1)から1977年Q夏 季 号(Vol.
V,No.2)まで 発 行 され て い る 。 評 論 の 内 容 は 別 の 機 会 に 検 討 す る と し て,'い ま,こ れ ま で に 発












⑥ たとえば,ソ ビエ トの簿記会計用語『)ごシア語による略語にたいして,次のような英訳がなさ
れ セ い る 。 ・`　 ・《 一'‥`'
,pASUP-Aut6matedsyStemef'enterpriserpanagetnent,'EVM-E16ctronic..〔 双 叩 誕er;











さて,SABの 編 集 責 任 者 で あ り,現 在 ま で の と こ ろ イ ギ リス で た だ 一 人 ¢)ソ
ビエ ト会 計 研 究 者 で あ るD・T・Bailey氏 の 研 究 内 容 に つ い て み て み よ う。 氏 は
ロ
・ミー ミ ン ガ ム大 学 の 講 義 で は 資 本 主 義 の 管 理 会 計 を 担 当 し て い る が ,研 究 面 で
は も っ ぱ ら ソ ビエ ト会 計 学 を 究 明 し て い る。 ま た,氏 は し ば し ば ソ ビエ トを 訪
れ,多 数 の ソ ピエbQ会 計 学 者 た ち と 深 交 を も って い る(1}。そ し て,1973年 以





























D.T.Bailey氏は ソ ビエ ト会 計 だ け で な く,ポ ー ラ ソ ドや 中 国 に お け る会 計





さ ら に,'D.T.Bailey氏は 学 界 や ゼ ミナ ー ル に お い て ソ ビ エ ト会 計 に つ い て
















,こ うし て・1)T・Bailey氏は 上記 の ソ ビエ ト会 計 につ いて の論 文 を1973年
か ら精 力的 に 発 表 し,今 目,イ ギ リス に おけ る ソビエ ト会 計 研 究 者 の権 威 の 第
一人者 とな っ てい る。
氏 の個 々の論 文 内容 の詳 細 な 検討 は,別 稿 で果 した い と考 え て い る が,い
ま,こ れ ら の論 文全 体 を 一 見す るな らば,氏 は 次 の よ うな 研 究 方法 を採 用 し て
い る。 まず,ソ ビエ ト会 計 の実 態 を 紹 介 ・分 析 し,つ い で,そ の分 析 結果 と資
本主義 会 計 とを比 較 ・検 討 し,そ して,こ の検 討 成 果 を とお し て ソ ビエ ト会 計
を評 価す る,と い う研 究 方 法 で あ る。 つ ま り,(1)ソ ビエF会 計 実 態 の分 析,
(2)ソピエ5会 計 と資 本 主 義 会 計 との 比較,{3)ソ ビエ ト会 計 の評 価,と い う
三 つ の軸 を 基礎 に し て ソ ビエ ト会 計 研 究 を す す め て い る。 こ うした研 究 方 法
は,多 数 の 氏 の論 文 の うちひ と きわ 力作 であ る と思わ れ る モ ノ グラ フに明 瞭 に
み られ る。D・T・BaileySEは,まず,ソ ビエ トに おけ る論 者 の社 会 主義 会 計 の
目的に つ い て の見 解 を 分 析 し,つ い で,そ の見 解 を ソビエ ト以 外 の他 の社 会主
義諸国 お よび 資本 主 義 諸 国 に お け る会 計 実 務 と比 較 す る こ とに よ って,ソ ビエ
ト企業会 計 の長 所 と短 所,そ の発 展 と限 界,お よび そ の本 質 を解 明 で き,現 段
階に おけ る ソ ビエ ト会 計 に た い し て一 定 の評価 を な し え る と強調 し てい る{2)。
も っと も,さ き に指 摘 し た よ うに,T.E.Gambling教授の学 究 姿 勢 の影 響
を うけ て,バ ー ミン ガ ム大学 で は,資 本 主 義 諸 国 間,資 本 主義 国 と社 会主 義 国
間,お よび社 会 主 義 諸 国 間 に お け る会 計 の比較 研 究 を とお して会 計 の本質 を探
究す る ことが 重 視 され て い る。 この た め,こ の 比較 研 究 の 分 野 の なか で,D.T.
Bailey民は主 として 社 会主i義諸 国 に おけ る会 計 の研 究 を分 担 し,く わ え て,社
会主義会 計 と資 本 主 義 会 計 との 比較 研 究を すす め て い る とい え る。 し か も,バ
92明 大 商 学 論 叢 (186}
一 ミン ガ ム大 学 に お け る こ う.した 比較 研 究 の成 果 は,最 近,'社会 主 義 国 で も注
目さ れ て き て お り,1979年1月 には ポ ー ラ ソ ドの会 計 学 者A・Jaruga教 授
くHead。f.theDepartrnent・・fAec・unting,University・fL・dz)が,・客 員教 授 とし
て当大学 を訪れ ている(3)。
イギ リスでの ソビエ ト会計研究は以上の よ うな事情 であるがプなお,イ ギ リ
ス と日本以外 の先進資本主義諸爵 こおいて も,近 年,い まだ少人数 ではあるが
ソビエ ト会計研 究者カミ徐 々にあ らわれて きて お り,ア 定 の研 究成果 をあげてい
る こ・とは注 目しておかねばな らない であ ろ うω。
(1)最 近 で は ・D・T・Bailey氏{t・1976年の4月 か ら5月 に ・ ま た ・1978年 の4月 か ら6月1こ か
け て ソ ビエ トを 訪 れ て い る。
{2}D.T.Balley,SomeComparisonswithSo▽ietAccounting.April1973,p.1.













ま た,教 授 は ヨ ー ロ ジパ 会 計 学 会(EuropehnAcdountingAssociation)でも活 躍 し て い る。
な 札 当 学 会 は1979年9こは3月26日 か ら28日 に か げ て ケ ル ン大 学 で 開 催 さ れ た が,バ ー ミン




もってい る。、いま,氏 から提供 された資本主義のもとでのソビエ ト会計研究論文の資料をしめ
せ ば 次 の よ.うで あ る 。
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お わ り に
最後 に,イ ギ リスと 日本 におけ る ソビエ ト会計研究事情を簡 単に比較 してお
きたい。
日'本での ソビエ ト会計研究 は,た とえば,武 田孟教授がす でに1949年に 「ソ
連邦 に於け る商業経理 の課題」 なる論文 を本誌(第34巻復刊第1巻第1号)に発表
(189)イ ギリスにおけるソピsト会計研究事情95
している ことか らもわ か る よ うに,第2次 世界大戦直後に着 手された。そ し
て,周 知の ように現在 では,少 人数 とはいえ若干名の ソビエ ト会計研究者 に よ
ってソビエ ト会 計の研究がすす め られてい る。 した が って,日 本における ソビ
エ ト会計研究は イギ リスよ りも早 い時期 に開始 され,ま た,研 究者 の数 もイギ
リスよりも若干多 い といえる。 くわ えて,研 究領域 については,ソ ビエ ト会計
制度の研究は もちろんのこと,ソ ビエ ト会計 の各分野 の研究 も,日 本ではす で
になされつつある。 しか も研 究方法 については,現 存 の ソビエ ト会計のあ り方
を 自主的な立場 か ら究明し,日 本におけ る当面の社会経済 の民主的改編課題 を
念頭におきつつ ソビエ ト会計 の諸問題を研 究し よ うとしている。 したがって,
日本におけ るソビエ ト会計 の研究領域は イギ リスよ りも広範囲 でかつ深い研究
をしてお り,ま た,研 究方法 もイギ リスではみ られ ない科学的社会 主義 の見地
をとっている といえ る。
だが同時 に,イ ギ リスよ りも反共反 ソ思想 が根強 い独特 の社会政治的状況,
資本主義企業 では役に立た ない ソビエ ト会計研究を回避す る会計学界 の保守的
姿勢,他 の外国語 と比較 して ロシ ア語教育 の未発達な どが,日 本におけ るソビ
エ ト会計研究の一層の前進を困難 な ものにしてい る。しか るに,こ うした困難
が比較的す くない イギ リスにおいて,現 実 の歴史 的事実を無視せずに現存す る
ソビエ ト企業で採用 されてい る会計を,近 年,系 統的かつ組織的に究明し,一
定の研究業績 をあげてきてい ることにたいして,目 本 の会計論者は今後注 目し
ておかねばならないであろ う。
バ ー ミン ガ ム大学 で は,部 長 を は じめ会 計 部 門 の 全 ス タ ッ フ,Maureen
Leveson秘書,JanetteBiddle秘書,お よび バ イ コフ図 書館 のBrine館員 の
皆様 方か ら御 親 切 な御 世 話 を うけ た。 ここに 記 し て感 謝 の意 を表 した い 。
